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スペイン・フランコ体制初期における音楽政策の
成立とその展開：奨励と規制（1936-1951）

齊　藤　明　美

1　はじめに

　古来より、音楽は人々に喜怒哀楽などの複雑な感情を表す手段を与え、一つ

の芸術のジャンルとして万人の心を豊かにしてきた。その土地の民により伝承

されてきたメロディーや楽器、歌詞などを通して、我々は各地の風土や歴史を

垣間見ることができる。また冠婚葬祭やお正月などの年中行事や宮中祭祀の場

においても音楽は欠かせないものとなっている。一方、人々の感情に強く訴え

る音楽の力は、古くから為政者により「支配の道具」としての政治的な役割を

与えられ、戦時下、戦地に向かう軍人や銃後の市民の士気を高めるため、軍歌

や行進曲が効果的に利用されたりした。

　1936年にスペインで勃発した内戦やその後のフランコ独裁体制期の音楽事

情はどのようなものであったのだろうか。スペインの哲学者で歴史家でもある

ホセ・ルイス・アベリャンが「フランコ体制期は広大な≪文化の荒地≫であっ

た。」と比喩した通り 1、1940年代の音楽は、1920～ 1930年代のドビッシー

やラベルなどの近代音楽の影響下の自由な気風と、1950年代のクリストバル・

ハルフテルやルイス・デ・パブロ等の現代音楽派の台頭に挟まれた「空白の時代」

と認識されている 2。1940年初演のホアキン・ロドリーゴ『アランフエス協奏

曲』など、この「空白」の時代でも日本でもよく知られる魅力ある作品も見られ

1 ABELLÁN, José Luis, La cultura en España (Ensayos para un diagnóstico), Edicusa, 
Madrid,1971.
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たが、この時代に好まれた作曲家はゴヤのタピストリーを下敷きとした『ゴジェ

スカス』（1911）のエンリケ・グラナドス、スペイン各地の民謡をモチーフにし

た情感溢れるピアノ組曲『組曲イベリア』（1905－ 1909）のイサック・アルベ

ニスや、グラナダのジプシー娘の悲恋を描いたオペラ『はかなき人生』（1905）
や「火祭りの踊り」で有名な『恋は魔術師』（1915）のマヌエル・デ・ファリャな

どの、19世紀末から 20世紀初頭に活躍した、自国の民謡や国民性を強く押し

出した民族主義楽派であった 3。

　ナチスドイツやムッソリーニのイタリアと同様、「新スペイン」の建設を目指

した独裁者フランシスコ・フランコは、音楽を含む「文化」を国民精神統合の

手段とし、規制と奨励を基調とする政府主導の「上からの」文化政策を実施した。

　しかしながら、フランコ期の文化やその政策が一つの歴史研究テーマとして

扱われるまでには、1975年の体制崩壊から時を経なければならなかった。フ

ランコ没後 25周年の 2000年は、関連書籍の出版や講演会の開催など、フラ

ンコ体制研究にとって大きな飛躍の年となった 4。文化研究に関しては、フア

ン・パブロ・フシの論考「フランコ政権期の文化：国家カトリック主義」とグ

ラナダ大学で開催されたシンポジウム『フランコ体制下における芸術文化の 20
年（1936-1956）』などがこの節目を代表するものである。

2 PÉREZ ZALDUONDO,“El nacionalismo como eje de la política musical del primer gobierno 
regular de Franco (30 de enero de 1938-8 de agosto de 1939)”, en PÉREZ ZALDUONDO,Una 
música para el «Nuevo Estado»: Música, ideología y política en el primer franquismo, Editorial 
Libargo, 2013, p.25.（初出は Revista de musicología, Vol. 18, Nº 1-2, 1995, pp. 247-274）
3 スペイン音楽の一般的な情報に関しては、濱田滋郎『スペイン音楽のたのしみ』音

楽之友社、2013を主に参考とした。

4 ファランヘ、フランコ体制についての日本語の参考文献：武藤 祥「フランコ体制

の形成：「安全」と「正統性」をめぐって、1939-1947 」『國家學會雑誌』 116 （3・4） （通

号 1054） 2003-04、 333-394頁、野上 和裕「権威主義体制とスペイン歴史研究‐フラン

コ体制について」『法学会雑誌』50 （1）， 2009-08、 21-53頁、スタンリー・G. ペイン『フ

ァランヘ党 : スペイン・ファシズムの歴史 』 れんが書房新社 1982、関哲行、立石博高、

中塚次郎編 『世界歴史大系　スペイン史　2』山川出版社、2008などがある。
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　このフシの論考は、スタンリー・ペインやサントス・フリア等の著名な歴史

研究家グループがフランコ政権期を政治、社会、経済、比較研究、文化面と多

角的に分析した論文集『フランコ政権期―その歴史の評価―』にて、彼が文化

面を担当したものであった 5。その中でフシは、絵画、出版、映画、建築物な

ど当時の芸術活動を紹介、検討した上、フランコ期の文化を「内戦とその勝利

における国家主義の称揚、熱心なカトリック主義、古典的で伝統的な芸術様式

への偏愛を内包するもの」と解釈し、「カトリック主義は、スペイン国民性の基

盤である」とした。さらにその政策の特徴として「一からスペイン固有の文化

を生み出すというようなポジティブなものではなく、ネガティブな政策であっ

た」とし、その具体例として、政府機関による文化・出版・教育活動の検閲、

規制、反フランコ派知識人、芸術家、教員の粛清、公職追放等を挙げている 6。

　残念ながら上記のフシの論考には音楽に関する言及がなかったので、ここで

スペインの作曲家で音楽の著作を多数有するトマス・マルコの見解を紹介した

い。彼は 1989年『スペイン音楽史 6：20世紀』にて、フランコ体制初期（1936
－ 1951）のスペイン音楽を「生粋ナショナリズム（Nacionalismo Casticista）」と

定義し、その特徴を、「27年世代の新古典主義や欧州前衛主義の排除と、伝統

音楽や民謡を基調とした音楽ナショナリズムによる国家再生の試み」と説明し

た 7。このマルコの音楽政策観は、規制と奨励を軸としたフシの文化政策観と

重なる部分があると推測される。

5 GARCÍA DELGADO, José Luis; JULIÁ, Santos; FUSI, Juan Pablo; MALEFAKIS, Edward ; 
PAYNE, Stanley, Franquismo. El juicio de la historia. Temas de hoy, 2000　尚、フシの論考は

安田圭史「フアン・パブロ・フシ〈フランコ政権期の文化 – 国家カトリック主義 – 〉」『研

究論叢』（京都外国語大学）64号、325-334頁、2005年に全文日本語訳されている。

6 安田前掲論文 326頁。

7 MARCO, Tomás, Historia de La Música Española: Siglo xx (Vol. 6),pp.163-183（en 
PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “La música en el contexto del pensamiento artístico durante 
el franquismo (1936-1951)” (en HENARES, Ignacio Luis; CASTILLO RUIZ, José; PÉREZ 
ZALDUONDO,Gemma; CABRERA GARCÍA, María Isabel: Dos décadas de cultura artística en 
el franquismo (1936-1956) : Actas del Congreso, Universidad de Granada, 2001,vol. 2.pp. 83-
104, p.53）
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　さて 2000年開催のシンポジウム『フランコ体制下における芸術文化の 20年
（1936-1956）』のこの研究分野における功績も大きかった。会場では、音楽を

はじめ、出版、文学、映画、演劇、教育、彫刻、建築等、幅広いテーマについて、

国内外の研究者により議論がなされ、その成果は翌年 1000頁近い論文集計二

巻に編集された 8。後世の研究者にとって重要文献の一つとなっている。その

後、このシンポジウムにも参加したグラナダ大学音楽史科教授ヘンマ・ペレス・

サルドゥオンド、オビエド大学美術史・音楽研究科教授ベアトリス・マルティ

ネス・デル・フレスノ等を中心に、近年、フランコ期の音楽研究のテーマや論

文の数も広がり、研究活動の活性化が伺われる。

　本稿では、内戦開始の 1936年から 1951年までのフランコ初期における政

治と音楽との関係について、先述したフシやマルコ・トマスが提示したモデル

（フシの「国家カトリック主義」、マルコの「生粋ナショナリズム」）の妥当性を

検討することを主な目的とする。今回は上記の研究者を中心とする主要研究論

文を整理、紹介、分析しながら、以下の三点について考察を進めていきたい。

1）フランコ期における音楽ナショナリズムの特質（第二章）

　1898年の米西戦争敗北による植民地の損失から国を復興させるため、「98
年の世代」と呼ばれた知識人グループを中心に、「スペイン性」「スペイン人とは」

などのアイデンティティーに関する問題定義がなされ、以後、オルテーガ・イ・

ガセットやファランヘ派思想家などへ継承された。その過程において「スペイ

ン音楽とは」という問いも文化の問題と絡めて議論の俎上に上がった。内戦後

のフランコ初期にも「音楽ナショナリズム」は存在したのか。またどのような

特性を有していたのか。第二章で、そのイデオロギーの源流と共に分析する。

8 HENARES, Ignacio Luis(eds.) Dos décadas de cultura artística en el franquismo (1936-
1956),op.cit.
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2）音楽と政治権力の関係（第三章）

　内戦開始直後より、フランコ派と共和派の両陣営にて慰問コンサートなど

様々な音楽活動が実施されたが、その中心となったのは政府や党などの公式機

関であった。第三章では、第二共和政期、内戦、フランコ初期の音楽行政を比

較・検討し、政治権力と音楽の関係を考察する。

3）フランコ初期の音楽政策（奨励策と規制策）の具体的な検証とその評価（第

四章）

　フランコによる音楽の奨励（オペラ、サルスエラ、民謡等）とその規制（前衛

音楽、ジャズなど）の具体例を概観、検証し、政府による文化のコントロール

がどの程度達成されたのか、第四章にて検討を行う。　

2　スペイン音楽ナショナリズムの誕生と発展

　内戦後、敗者と勝者に分断されたスペイン国民を再びフランコ「新国家」の

下に統一するため、その心の拠り所としてスペイン精神を表す「イスパニダー

（Hispanidad）」が注目された。前出の通り、ロドリーゴやファリャなどの、よ

り「スペイン的」な音楽が好まれ、ヨーロッパ前衛主義は敬遠された。フラン

コ政府が目指した文化とは、音楽とはどのようなものであったのか。本章では

19世紀から内戦直前までのスペイン音楽ナショナリズムの形成過程を概観し

たい。

　スペインの 19世紀は、ゴヤの大作『1808年 5月 2日』『5月 3日』で有名なナ

ポレオン軍侵攻（スペイン独立戦争 1808-1814）と共に激動の一世紀の幕が開か

れた。1812年には、最初の自由主義憲法と言われるカディス憲法が制定され、

立憲君主制設立が目指されたものの、1914年、フェルナンド 7世復位により絶

対君主制への回帰が行われた。以後、国政は復古主義者と自由主義者間の確執

により不安定な状況に陥った。リエゴ将軍による立憲革命の試みと挫折（1920-

1924）、イサベル 2世下の自由主義体制の模索（1833-1868）、第一共和政の誕生
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と失敗（1873-1874）、イサベル 2世を支持する自由主義派と、フェルナンド 7
世の弟カルロスを支持する伝統主義者間の三度にわたるカルリスタ戦争（1833-

1876）などがその例である。さらに中南米のスペイン植民地においても、スペイ

ン独立戦争を契機に独立運動が盛んとなり、19世紀半ばまでにはキューバ、プ

エルトリコを除く全ての地域が独立を果たし、本国経済に深刻な打撃を与えた。

　このようにスペインは、イギリスやフランスと比べ一歩遅く近代国民国家へ

の模索を開始したが、その道のりは険しいものであったと言えよう。歴史家の

ホセ・アルバレス・フンコは、歴史的にスペインを象徴する 3つの要素として、

「王政」「カスティーリャ文化」「カトリック」を挙げているが、自由主義勢力が

これらの 3つの要素と適切な距離を保ちつつ近代的国民国家を形成する困難

さを指摘した 9。他方、伝統主義勢力はこの三本柱を国家の軸に置いた。この

対比は、同一国内において、フランスモデル（市民ナショナリズム）とドイツ

モデル（民族ナショナリズム）という異なる国民国家形成のアプローチの混在

の表れであったと考えられる。　

　さらに 1898年の米西戦争敗北によるキューバ、プエルトリコ、フィリピン

の植民地の喪失は、スペインの凋落を決定的なものにした。98年世代と呼ば

れるウナムーノ、アソリンらの知識人グループは悲観主義の下、祖国の後進性

に向き合い、その打開策をカスティーリャなどのスペインの神髄の追及に求め

た。一方、カタルーニャ、バスク地方、ガリシアなどでカスティーリャを中心

とするスペインナショナリズムに対抗する地域ナショナリズムの台頭も見られ

た。

　さて、19世紀のスペイン音楽はどのようなものであったのだろうか。　イ

タリアオペラの人気に押されたこの時期は衰退期であり、カルロス 5世やフェ

リペ 2世の「帝国時代」の宮廷音楽の栄華は見る影もなかった 10。国内ではサ

9 ÁLVAREZ, JUNCO, José, Mater Dolorosa.La idea de España en el siglo XIX, Madrid, Taurus, 
2001, p.194.
10 Ibidem, p.258.



－ 107－

スペイン・フランコ体制初期における音楽政策の成立とその展開

ルスエラ（スペイン歌劇）が一定の人気を保ったものの、海外での知名度は今

一つであった。一方国外では、ビゼーの『歌劇カルメン』（1860）に代表される

ようなロマン主義的見地によるスペイン趣味の楽曲が多く作られた 11。

　国内における民族主義楽派の誕生は比較的遅く、前出のアルベニス、グラナ

ドス、ファリャらが登場する 19世紀末から 20世紀初頭まで待たなければな

らなかった。この「御三家」の恩師は、フェリペ・ぺドレルという「民族主義楽

派の父」と評されたカタルーニャ出身の作曲家、音楽研究家であった。彼は多

くの著作を通して、次世代の音楽家に、イタリアやフランスの影響から脱し、

民族音楽は勿論のこと、ルネサンスやバロック時代の偉大なスペイン人音楽家

（ビクトリア、モラレス、エンシーナやナルバレスなど）からも学ぶよう勧めた。

特に、1891年の論文「私たちの音楽の為に」にて、「深遠なるスペイン性への回

帰」と、「再生主義に沿った文化の近代化」という伝統と刷新の二つの理想を掲

げたが、彼の弟子たちはその教えを忠実に守った 12。また内戦後の 1941年に

は、政府先導によりペドレル生誕百周年が開催され、国家カトリック主義を説

いた近代スペインを代表する学識者マルセリーノ・メネンデス・ペラーヨと同

様に、ペドレルの名前は国民の愛国心を鼓舞するプロパガンダとして利用され

るに至った 13。 ペドレルは唯一の音楽ナショナリズム論者ではなかった。ス

ペインオペラの第一人者の作曲家トマス・ブレトンも、1896年にサンフェル

ナンド美術アカデミーでの講演記録「ナショナルオペラ」にて、スペインオペ

ラの欧州レベルへの向上の必要性を唱えた 14。

11 詳しくは濱田前掲書 161 – 162頁参照。

12 PIÑEIRO JOAQUÍN, Blanca, “Instrumentalización política de la música desde el franquismo 
hasta la consolidación de la democracia en España, Revista del CEHGR, número 25, 2013, 
pp.237-262, p.240.
13 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “La utilización de la figura y la obra de Felip Pedrell en el 
marco de la exaltación nacionalista de posguerra (1939-1945)” Recerca musicològica, Nº. 11-12, 
1991, p.467. p.476.
14 PIÑEIRO, op.cit., pp.239-240.
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　ここで、20世紀前半よりスペイン文化や音楽をめぐる議論でよく用いられ

た「ラサ（raza）」と「イスパニダー（hispanidad）」に着目しながら、ペドレル以降

のスペイン音楽ナショナリズムの形成過程を辿ってみよう 15。

　グラナダ大学の研究者ヘンマ・ペレスは、19世紀から 20世紀前半にかけ

ての音楽出版、論文に頻繁に表れた「ラサ（raza）」という概念に注目し、特に

1915年から 1939年までの事例について研究した 16。　ヘンマはその中で、

一般的に、「ラサ」は、「人種」「民族」や「血筋」などの身体的概念を意味するが、

単に「人種」という生物的な問題だけでなく、「伝統」などの感情的問題を下敷

きに、それは「言語や文化の共同体」を表し、当時のスペイン民族音楽の独自

性を表すために頻繁に使われていたと説明した。また、論説「スペイン音楽の

現状」（1914）でスペイン音楽の衰退を嘆いた作曲家コンラード・デル・カンポ

も、「ラサ」を「民衆」や「スペイン性」の同義語として利用したと紹介した 17。

　このように、スペイン音楽の停滞を打破するために「スペイン音楽とは何か」

という議論が専門家の間でなされた。ヘンマは前出のペドレルの他に、ロヘリ

オ・ビジャールとファリャを、重要な「音楽ナショナリズム」論者に掲げてい

る 18。

　また 19世紀末から 20世紀初頭の思想的背景として、オルテーガ・イ・ガセッ

トらの知識人によって、スペインの後進性が北欧人と地中海人の性質の違い（観

念的で合理的な思考形態の北欧人と、感覚的な地中海人）から語られていたこ

とも重要であろう。

　ペドレルも前出の 1891年「私たちの音楽の為に」にて、ワーグナーを称賛し

15 立石博高「帝国の記憶とスペインの国民国家」松本彰・立石編『国民国家と帝国』

山川出版社、188 – 213頁を参照。

16 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Los discursos raciales en la literatura musical 
española (1915-1939)” en PÉREZ ZALDUONDO, Una música para el «Nuevo Estado» 
op.cit.,pp.9-24. （初出は “Racial discourses in Spanish Musical Literature, 1915-1935”en :Julie 
Brown(ed.).Western Music and Race. Cambridge University Press, 2007.pp.216-229.）
17 Ibidem, pp.10-11.
18 Ibidem, p12.
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ていたが、一方では「我々ラテン人精神の性質とは異質なものである」と北と南

の感性の違いに注目した 19。作曲家のロヘリオ・ビジャールも、1920年に「ス

ペイン音楽における国民精神」を著したが、中欧北欧と南欧間の風土や宗教の

違いが各地の芸術様式の違いに通じているという理解の上で、ドイツやオース

トリア音楽の完璧さは認めるが、ラテン民族にとってそれは薄暗く、時には重

苦しく冷やかなものに感じられると述べている。

　またファリャも、地域による文化の違いを認めた上で、スペイン音楽の衰退

を、伝統的なスペイン音楽とは異質な外国音楽の蔓延に帰し、ワーグナーやベー

トーベンは、我々の「ラサ」には似合わないとした。　さらに彼はスペイン音楽

再生の道として、スペイン以北の欧州音楽やロマン主義の否定、17世紀以前の

スペイン音楽への回顧や民族音楽の普及を提案した。加えて第一次大戦期に活

発化した海外音楽家との交流については、各国の独自性の希薄化の原因になっ

たとして、「音楽の国境」の復活を願った 20。

　もちろん、この「スペイン音楽とは」を巡る議論は、対外的なものだけでなく、

国内のカタルーニャやバスクなどの「地域ナショナリズム」との関連でも行わ

れた。バルセロナなど古くから固有の歴史や文化を有する「地域」音楽は、果

たしてスペイン音楽の範疇に収まるのか否かが検討されることとなった。ロヘ

リオ・ビジャールは前者の立場から、既出の「スペイン音楽における国民精神」

（1920）にて、「スペインの民謡は、それぞれの土地の特色は存在するが、（それ

を歌うときの）気持ちは同じである。」とし、「（民謡は）ラサ（民族）の一体化を

示す理想的な形」と主張した。それに対し、バスク出身の音楽研究者フランシ

スコ・ガスクエは、『スペイン・ラテンアメリカ音楽雑誌』1917年 7月号にて、

「スペインは異なる「ラサ」の集合体である以上、スペインの国家を丸ごと表現

できる唯一無二の文化は存在しない。」と反論した 21。

19 Ibidem, p.13.
20 Ibidem, p14.
21 Ibidem, pp17-18.
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　このような地域ナショナリズムの台頭は、従来のスペイン統合のシンボルで

あった「ラサ（民族）」になりかわる新しい概念の必要性と結びついた。一般的

にスペイン精神と訳されることの多い「イスパニダー（Hispanidad）」がそれにあ

たる。この用語は、「言語」を「スペイン精神の血」として「ラサ」を形成する重

要な要素と理解した 98年世代の哲学者ウナムーノによって、「言語に基づくイ

スパノ－アメリカ共同体」という意味で 20世紀初頭に利用されたのが始まり

であったが、当初、一般には普及しなかったという 22。

　同じく 98年世代の思想家ラミーロ・デ・マエストゥにより、「イスパニダー」

は本格的に導入されることとなる。当初、ラミーロは社会主義などの左翼思想

に傾倒していたが、壮年期に右派に転じ、1931年 12月には、国家カトリッ

ク主義を提唱、共和主義、自由主義、社会主義に反対した伝統主義誌『アクシ

オン・エスパニョーラ』第一号に「イスパニダー」を寄稿した。その中で、この

用語はアルゼンチン領事時代に知り合ったサカリアス・デ・ビスカーラが「ラサ」

に代わるものとして1926年に提唱したものであり、スペイン人によるカトリッ

ク布教の恩恵をうけたアメリカ大陸の人々やポルトガルを含むイベリア人の精

神共同体を示すものと説明した 23。

　またマルセリーノ・メネンデス・ペラヨも、「イスパニダー」という用語は使

用しなかったものの、『スペイン異端史』（1880‐1882）において、スペイン性

の特徴として従来の「ラサ（民族）」の定義にカトリック教を付与したことは注

目に値するとヘンマは指摘している 24。前出のフアン・パブロ・フシも「フラ

ンコ政権期の文化」にて、国家統一のベースにカトリック主義を位置づけたラ

ミーロとメネンデス・ペラヨは、内戦後の国づくりに携わったファランヘ主義

者やカトリック勢力に多大な影響を与えたと理解している 25。

22 立石前掲書 198頁。

23 立石前掲書を参照。

24 PÉREZ ZALDUONDO, “Los discursos raciales... op.cit.,p.11.
25 安田前掲論文 327頁。
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　このようにして「イスパニダ－（スペイン精神）」という新用語は、「カトリッ

ク」の名の下、異なる民族や言語を一つにまとめる概念として広く受け入れら

れ、これまでの人種的概念が強かった「ラサ（民族）」に代わり、カトリック擁

護と過去のスペイン帝国の歴史に基づく「新体制」のプロパガンダや教化のツー

ルとして活用されるに至った。

　次に、政治と文化の関係に目を向けてみよう。なかでも、エルネスト・ヒメ

ネス・カバジェーロが『アクシオン・エスパニョーラ』に寄稿した論考を 1935
年にまとめた『国家と文化』は、フランコ体制下の文化政策に「国家に奉仕する

《道具》としての文化の役割」という指針を提示した 26。研究者イグナシオ・エ

ナレスは、ヒメネス・カバジェーロの思想を「イタリアファシズムとスペイン

伝統主義、カトリック主義を融合したもの」と特色づけている 27。ヒメネスは

前出のラミーロ・デ・マエストゥと同様、左から右派へと転向、1920年代は

シュールリアリズム運動や前衛主義に傾倒したが、政治的社会的な問題への関

心から次第にイタリアファシズムを信奉するに至った 28。特にファシズム理論

家ジョパンニ・ジェンティーレの『ファシズムと文化』（1928年）に影響を受け、

国家に奉仕する知識人や芸術家の役割に注目した 29。ヒメネスは著書の中で、

過去の伝統や民衆文化、カトリック文化に回帰する必要性を説き、音楽につい

ても、宗教音楽や民衆のエッセンスである民謡の重視性を指摘した。このよう

にして、『国家と文化』は内戦後ファランヘ主義者による国民の教化とプロパガ

ンダの教科書となり、その考えはファランヘ付属機関による民衆音楽普及など

26 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “La música en el contexto del pensamiento artístico durante 
el franquismo (1936 - 1951)” en Dos décadas de cultura artística...op.cit. vol.2, pp.83-104, p.90.
27 HENARES, Ignacio Luis y CABRERA , María Isabel, “El conflicto modernidad - tradición: 
la fundamentación crítica en la preguerra y su culminación en el franquismo” en Dos décadas de 
cultura artística ...op.cit., vol.1, pp.31-58.2001, p.47.
28 Ibidem,, pp.46-47.
29 PEÑA SÁNCHEZ, Victoriano, “Cultura y fascismo: notas sobre la política cultural del 
fascismo italiano y su repercusión en España”, en Dos décadas de cultura artística ...op.cit., vol.1, 
pp. 75-88.
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の実践的な音楽政策に反映された 30。

3　フランコ初期の音楽政策

3. 1　第二共和政下の音楽政策（1931－ 1936）

　スペイン内戦やフランコ初期の音楽政策を検討する前に、第二共和政期

（1931－ 1936）における音楽をめぐる状況について概観してみよう。1931年
4月 12日に共和主義、自由主義者を中心に第二共和政が宣言された後、主権

在民、男女平等や言論、信仰の自由を保障した進歩的な民主憲法も公布され、

教育や文化の現場でも近代化が進んだ。

　音楽活動に関しては、ヨーロッパ前衛主義などの近代音楽の流入のみでなく、

意外にもスペイン民謡の研究や普及にも力が入れられた。民謡といえばフラン

コの時代という固定観念が強いが、実際は 19世紀のペドレル等の民族音楽派

の流れを受け、1920年代においてもファリャや詩人ガルシア・ロルカらによ

りアンダルシア民謡収集や、それをベースとした作品の創作、カンテホンド（フ

ラメンコの歌）コンクールなどの試みがなされていた。

　国の音楽機関として、1931年 7月 21日の指令にて、スペイン音楽界の

発展を目的とした音楽・歌劇全国評議会（Junta Nacional de Música y Teatros 

Líricos）が設立された。構成員は高名な音楽家が中心で、会長は作曲家のオス

カル・エスプラ、書記は批評家のアドルフォ・サラサール、委員はマヌエル・

デ・ファリャ、コンラード・デル・カンポ、ホアキン・トゥリーナ、エルネスト・

ハルフテルら第一線で活躍する作曲家が名を連ねた 31。研究機関としては、ク

30 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “La música en el contexto...op.cit., p.90.
31 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Ideología y política en las instituciones musicales 
españolas durante la segunda república y primer franquismo”, Quintana: revista de estudios do 
Departamento de Historia da Arte, nº.5, 2006, pp.145-156,p.154.
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ラウゼ主義の自由教育学院（Insitución Libre de Enseñanza）の系譜を受けた学術科

学研究評議会（Junta para la Ampliación de Estudios e Investigaciones Científicas）の

歴史研究センターの所長で民謡研究の中核を担ったラモン・メネンデス・ピダ

ル（マルセリーノ・メネンデス・ペラーヨの弟子）やエドワルド・トルネールら

が研鑚を積んだ 32。第二共和政の民謡擁護の例として、ヘンマ・ペレスは 1932
年 6月 21日指令の「スペインは民謡が豊かな国の一つ。民衆音楽は国民精神の

最も純粋な表現で、スペイン性を端的にあらわす最たるもの。」という文を例に

し、内戦以前からも民謡が文化政策の中で重要な位置を占めたと示した 33。

　教育現場においても、音楽、特に民謡は重視された。1931年に自由教育学

院の流れを受けた教育ミッション（Misiones Pedagógicas）という寒村移動教室

が組織された時も、民謡やダンスも情操教育の一環として村の子供たちに指

導された 34。またプロ音楽家の養成機関であるマドリード音楽院では、1932
年にマルティネス・トルネールが新たにフォルクローレ音楽の実技教授に、

1935年にはデ・ラ・マーサがギター教授に就任した。

　映画産業では、「エスパニョラーダ」というスペイン風情豊かのスペイン民謡

を基調としたジャンルのミュージカル映画が撮影され、フラメンコダンサーの

カルメン・アマヤが出演した『マリア・デ・ラ・オ』（1936）、コプラ歌手エス

トレージャ・カストロの『スペインのため息』（1939）、歌劇カルメンを題材と

したインペリオ・アルヘンティーナ主演の『トゥリアーナのカルメン』（1938）
などが大衆の心を掴んだ 35。　『スペインのため息』と『トゥリアーナのカルメ

32 ASENSIO LLAMAS, Susana “Eduardo Martínez Torner y la Junta para Ampliación de 
Estudios en España” ARBOR Ciencia, Pensamiento y Cultura, Vol. 187 – 751, 2011, pp.857-
874.
33 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma,“Ideología y política...op.cit., p 149.
34 LIZARAZU DE MESA, M. Asunción,“ En torno al folklore musical y su utilización. El 
caso de las Misiones Pedagógicas y la Sección Femenina”, Separata del Anuario Musical, 51, 
CSIC,1996, pp.233-245.
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ン』は他の 3作と共に、内戦時の国内映画産業の停滞に伴い、ナチスドイツの

協力を得てドイツで撮影された。後者に関しては、1998年ペネロッペ・クル

ス主演『美しき虜』として、その撮影当時の状況が映画化されている。

3. 2　スペイン内戦時（1936－ 1939）

　内戦（1936－1939）はスペイン国民に甚大な人的・物資的損失をもたらしたが、

その影響は文化・思想面にも及んだ。戦況がフランコ側に有利に運ぶ中、共和

政陣営を支配下に置く過程で、文化・思想・教育活動の「浄化」が行われた。第

二共和政時代に隆盛したフランスやソビエトなどの外国由来の近代思想や文化

（前衛主義、自由主義、共産主義、社会主義、無政府主義等）に対し、「反スペイン」

のレッテルを張り、弾圧の対象とした。同時に、「新国家」設立の為、フランコ

政府による公的な文化政策も施行された。ここでは内戦中のフランコ陣営にお

ける文化や音楽関連の政府組織やイデオロギーの成立過程について概観したい。

　

　内戦開始直後の 1936年 10月、フランコはブルゴスに国家専門評議会（Junta 

Técnica del Estado）を立ち上げ、「新国家」の国家首長に就任した。また 1937年
4月には、政党統一令の下、ファシズムと国家サンディカリスムの旧ファラン

ヘ党（FE y las JONS）と王党派を強引に糾合し、のちに「国民運動（Movimiento 

Nacional）」と呼ばれる「新ファランヘ党（FET y las JONS）（以下 FET）」を設立し、

自らその党首となった。翌年 1月には、同地に第一次内閣を組織し「新体制」

の地盤固めを図った。

　文化事業に関しては、王党派で敬虔なカトリック教徒のサインス・ロドリゲ

スを大臣とする教育省と、ファランヘ主義者で親独派のフランコの義弟セラー

ノ・スニェルを大臣とする内務省が主な管轄省であった 36。以後、第二次大戦

35 AZAHARA PALOMEQUE Recio, “Cómo mirar: vaivenes de la agencia femenina en el cine 
de la "españolada" durante la II República y el franquismo” Sesión no numerada:Revista de letras 
y ficción audiovisual, nº. 2, pp. 152-173.
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終了時までカトリックとファシズムを両輪とした文化政策が繰り広げることに

なる 37。

　内務省では出版・プロパガンダ局が中心となり、内戦中の検閲事業の中核を

担った。1938年 4月 22日に「セラーノ・スニェル出版法」が公布され、国家に

よる事前検閲の下、新聞等の定期刊行物の出版活動は厳しい規制を受けた。さ

らに検閲の対象は、その他あらゆる種類の印刷物（パンフレット、書籍など）へ

と広がり、その出版・販売に関しても事前許可を義務づけた。1939年 7月の指

令では戯曲や作曲の楽譜が、1940年 4月の最後の指令では演説会や講演会も規

制の対象となった 38。その後、文化検閲は 1941年から 1945年まで FET の管轄

下にあった人民教育局（Vicesecretaría de Educación Popular）に移管された。

　一方教育省も、サインス大臣の下、第二共和政期に実施された自由主義に基

づいた教育改革を全て清算し、国家カトリック主義を軸とした文化政策を推し

進めた 39。

　内戦中にも関わらず、着々と管制文化機関が設立されたが、ここで 1938年
1月 1日指令で誕生したスペイン研究所（Instituto de España）に注目したい。こ

の組織はエウヘニオ・ドルースという著名な美術評論家により、フランス学士

院を見本に発案された。国内の既存の 6つの王立アカデミー（言語、美術、歴

史アカデミー等）を統括し、スペイン文化・科学研究の中枢を担う機関として

の役割を期待された。国家専門評議会付属の文化・教育委員会がその設立準備

にあたったが、その委員長で王党派の詩人ぺマンは、世界的名声の高いファリャ

36 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Formulación, fracaso y despertar de la conciencia crítica 
en la música española durante el franquismo (1936-1958)”, en Illiano, Roberto (ed.). Music and 
Dictatorship in Europe and Latin America. Turnhout, Brepols, 2009,pp.449-470. p. 450.
37 Ibidem,, p.451.
38 楠貞義 戸門一衛 深澤安博『スペイン現代史』大修館書店 , 1999、239-241頁。

39 映画の検閲については大原志麻「フランコ期の映画における政治文化 – ベルラン

ガと !Bienvenido, Mister Marshall! の歴史性 – 」『翻訳の文化 / 文化の翻訳』（6） 2011-03, 
45-74頁を参照。
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に新組織の会長職の白羽の矢を立てたが、ファリャは固辞した。　結局、ファ

リャの意向を無視し、1938年 1月 1日政令にて彼のスペイン研究所所長就任

が公布された。　研究者のペレスは、このファリャ就任劇を、彼の名声を新団

体の権威付けに利用し、あわよくばファリャを体制側の音楽政策に組み込もう

としたフランコ体制の思惑の表れとし、またそれがファリャのアルゼンチン亡

命（1946年死去）の原因の一つとなったのではないかと分析した 40。

　

　このように内戦中の文化政策は、上からの（行政側から）ものが中心であっ

たが、FET の知識人を中心とし、内戦の勝利や新国家設立を擁護する言論活

動も盛んであった。特に音楽については、FET 主義者の音楽評論家、ギター

奏者のレヒーノ・サインス・デ・ラ・マーサ 41 らにより、新体制の文化政策

に即した「スペイン音楽」論が書かれた 42。デ・ラ・マーサは FET 派誌 『頂点』

Vértice に寄稿し、カトリックや伝統主義を擁護し、加えてフェリペ 2世の宮

廷音楽家カベソンなどに代表される 16、17世紀の輝かしいスペイン帝国時代

の音楽をクローズアップした。さらにこの流れは、ファリャなどの音楽家への

評価においても見られた。ファリャ等がフランスで培ったドビッシーやラベル

に代表される近代性や前衛性は軽視され、代わりに体制側に都合の良い「伝統」

「民族」「スペイン性」が強調された。1934年 4月、デ・ラ・マーサが『頂点』に

寄稿した論文「マルエル・デ・ファリャ」においても、ファリャを「スペイン各

地の音楽ルートの探究者であり、スペイン民族の気質を表現したが、その手腕

はセルバンテスや十字架のヨハネらに匹敵するほどであった。」と絶賛、彼の

功績をスペイン黄金時代の作家にリンクさせることにより、ファリャの偉大さ

を効果的に訴えた 43。

40 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Formulación, fracaso...op.cit., p.451.
41 戦前、ファリャやロルカとも交流。1940年、ホアキン・ロドリーゴ『アランフエ

ス協奏曲』の初演でギターを演奏した。第二次共和政からフランコ体制期と継続して

演奏家、音楽家として活躍。

42 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Formulación, fracaso...op.cit., p.451.
43 Ibidem, p.452.
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3. 3　内戦終了から第二次大戦終了まで（1939－ 1945）

　1939年 4月 1日にフランコ側の勝利で内戦は終結した。軍、政府、党、教

会を掌握したフランコは、以後、「新国家」設立の為、反対勢力を粛清、弾圧し、

その一方、カトリックと「イスパニダー（スペイン精神）」に基づいた文化政策

を本格化させた。ここでは、体制側の音楽政策を中心に、フランコ初期体制が

目指したスペイン音楽の特色を検討していきたい。

　フランコは内戦終了後、直ちに 2つの公的音楽機関を設立し、「新生スペイン」

の音楽政策を担わせた。1940年 4月 27日省令により、サインスの後任である

イバニェス・マルティン大臣率いる国民教育省の下に、音楽総事務局（Comisaría 

General de la Música）が置かれ、局長には音楽家のホアキン・トゥリーナが、書

記にはファランヘ主義者のフェデリーコ・ソペーニャが就任した。内戦中に中

断されていたスペイン音楽の活動の再開とその活性化を図り、スペインの若者

達の精神育成や鍛錬などの教育効果を上げることが主な目的とされた 44。　翌

年 4月には全国音楽評議会（Consejo Nacional de la Música）も設立された。第二

共和政期の同一機関においては構成員として音楽家が大半を占めたのに対し、

新組織ではアントニオ・トバールやボラルケ侯爵などのファランヘ知識人を中

心とし構成され、ヘンマ・ペレスは FET によるイデオロギー、文化政策の支

配を示すものとそれを解釈している 45。　既出の人民教育局も FET 管轄下に

置かれ、1940年代初頭の教育・文化政策は FET 党員が中核を占めていたとい

えよう。

　また第二共和政期の音楽組織は国の音楽政策を一手に管轄していたが、フラ

ンコ体制下においては、音楽総事務局は王立音楽院と国立オーケストラの運営、

全国音楽評議会は音楽の研究活動と、その活動は極めて限定的なものであった。

44 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “La música en el contexto...op.cit., p.86. 
45 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Ideología y política...op.cit. 



－ 118－

齊　藤　明　美

実際の対国民音楽事業は、青年戦線、FET 女子部、垂直組合「教育と休暇」部

門などの FET 従属機関により実施されていた。これらの FET 機関によって①

音楽教育（公教育、課外教育や教員養成課程における音楽教育課程、計画、マ

ニュアルの策定など）②演劇や音楽の検閲　③ラジオ番組での音楽放送　④地

域音楽活動の活性化等の活動が行われた 46。　特に FET 女子部（SF）は群を抜

く活躍を見せ、フェデリーコ・ソペーニャ等による『スペインにおける音楽の

10年』（1949）においても、SF 会員による地方の「スペインの宝」（民謡や民族

舞踊）の収集・普及活動に敬意が表された 47。

　また 1943年、民族音楽の公的な研究機関として、1939年イバネス教育省

によって設立された CSIC（スペイン国立研究協議会）内に、スペイン音楽研究

所フォルクローレ部門（Instituto Español de Musicología. Sección de Folklore）が誕

生した。緊急課題として、全国で消滅しつつある各地の民謡の採譜が挙げられ

たが、1944年から 1960年の間にアンダルシア、カスティーリャ、エストレ

マドゥーラ、アラゴン地方を中心に計 68回の派遣調査が行われた 48。

　ここで内戦後の音楽政策のオピニオンリーダーとなったネメシオ・オター

ニョ、フェデリーコ・ソペーニャと作曲家のホアキン・トウリーナの 3人を

紹介したい。

　バスク出身でイエズス会司祭であり優れたオルガン奏者であったオターニョ

は、フランコ政権の音楽界において、同じくイエズス会司祭でファランヘ主義

者のソペーニャと並んで影響力をもった人物であった。オターニョは 1940年か

46 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “La música en el contexto...op.cit., p.87.
47 TURINA, Joaquin; DIEGO,Gerardo; SOPEÑA, Federico, Diez años de música en España, 
Espasa-Calpe,1949, pp. 82-83. (en PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “La música en el 
contexto...op.cit.p.94)
48 MARTÍ PÉREZ, Josep, “Instituto Español de Musicología”,Diccionario Histórico de la 
Antropología Español,Madrid,1994, pp.409-410.
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ら 11年間、マドリード音楽院長を務めた傍ら、1941年には全国音楽評議会会

長に就任。さらに音楽専門誌『リズム』（Ritmo）の責任者も務め、同紙の他、前

出の『頂点』などにも軍歌や讃歌を擁護する音楽研究論文を積極的に寄稿した。  

また、音楽活動も精力的に行い、内戦中の 1938年 11月には、サラゴサにてカ

ルロス 3世時代の軍歌を中心としたオーケストラコンサートの指揮を担当、古

い軍歌のアレンジや、戦下の讃歌や軍歌の有用性に関する啓蒙活動も行った 49。

　オターニョの歌に対する関心は内戦後も継続し、1941年 1月『リズム』誌の

論文「歌の伝道師」にて、「歌は国民の精神を一体化するもので、スペイン民謡

や愛国歌などの適切なレパートリーの選択が重要であり、そのためにも全国コ

ンクールの開催が必要である」とした。また FET 関連機関の音楽事業に対して

も、同組織を「歌の伝道師」として重要な役目を果たしていると評価した 50。

　更にオターニョは、民族音楽研究の資料収集・保存にも関心を寄せ、1941
年 9月にはマドリード音楽院に民族音楽資料館を設立するため、広く一般に

関係資料（アルバム、衣装、収集作品等）の寄付を募った。　加えて、ドイツ

やイタリア、ポルトガルなどの枢軸国の音楽事情にも通じていた。

　音楽史研究者のデ・フレスノは、オターニョは音楽の政治的有用性を自覚し

ており、彼の思想の中に、オーケストラや軍歌、フォークローレ、愛国歌など

の合唱による国民意識の一体化など、初期フランコ期の音楽政策の特色を垣間

見ることができると述べている 51。　

　次に音楽研究家のフェデリーコ・ソペーニャについて紹介する。彼は、時代

を超えて様々な公的文化機関の要職に就任したことが特徴的である。1941年の

音楽総事務局書記、マドリード音楽院長（1951‐1956）などを始め、フランコ死

後の 1981年から 1983年までプラド美術館館長も務めた。またソペーニャは、

49 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Formulación, fracaso...op.cit., pp.455-456.
50 OTAÑO,Nemesio , “El apostolado del canto”, Ritmo, 142, enero 1941, p.2 (en MARTÍNEZ 
DEL FRESNO, Beatriz, “Realidades y Máscaras en la música de la posguerra” en HENARES, 
Ignacio,Dos décadas de cultura...op.cit.,vol.2, p 37)
51 MARTÍNEZ DEL FRESNO, Beatriz, “Realidades y Máscaras...op.cit., p.44.
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前出の『頂点』の他、ファランヘ知識人による『エスコリアル』誌を中心に音楽評

論家としての活動を行った。内戦直後の 1941年時点の同誌におけるスペイン音

楽に関するソペーニャの主張は、ヨーロッパの前衛音楽批判と、その差別化の為、

伝統に回帰しスペイン新古典主義派を形成することの重要性に要約できる 52。

　さらに上記の主張を補完する為に、ソペーニャはフランコ体制に迎合した

「ファリャ論」も展開した。1941年 2月に『エスコリアル』誌に寄稿した「現代

音楽についての覚書」において、ファリャの作品には、ドビッシーやラベルな

どのヨーロッパ近代音楽の影響が見られるものの、その根本にあるのはスペイ

ン伝統音楽であると主張した。またこの潮流の代表として、ファリャからエル

ネスト・ハルフテルそしてホアキン・ロドリーゴという一連の系譜を示した 53。

　故郷のセビリアを題材としたアンダルシア風情あふれる作品を多数残した作

曲家でピアノ奏者のホアキン・トゥリーナもまた重要な論者であった。彼は、

ファリャやアルベニスと同様、若い時にパリの地で近代音楽の影響を大いに

受けた。第二次共和政期の 1931年には、マドリード王立音楽院作曲科教授、

1935年にはサンフェルナンド芸術アカデミー会員となった。内戦後の 1941
年にも、新体制の下、音楽総事務局長に就任、書記のソペーニャと共にフラン

コの音楽政策に協力した。また同年オビエド大学で行われた講演会では、内戦

前のスペイン音楽における前衛音楽の危険性を説き、フランコ体制の音楽制作

に迎合した 54。

4　フランコ初期の文化政策の現状：奨励と規制

　フランコ期の文化政策は奨励と規制の二本立てであったが、実際はどのよう

52 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Formulación, fracaso...op.cit., pp.459-460.
53 SOPEÑA, Federico, “Notas sobre la música contemporánea”, Escorial, 4, (febrero 1941), 
pp.265-283. (en PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Formulación, fracaso...op.cit., p.460)
54 PÉREZ ZALDUONDO, “El nacionalismo como eje.op.cit..., p.23.
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なものであったか。　デ・フレスノは、この期の音楽界をピラミッド構造に例

え、上位には都市の富裕層を主な顧客とした「クラシック音楽」「シンフォニー」

「オペラ」を、下位には一般民衆に人気の高かった「サルスエラ」「パソドブレ」「バ

ラエティー」「映画」を配置した。さらには場外に、当時、野蛮、淫靡の代名詞

で主に教会関係者から攻撃の対象とされた「ジャズ」を置いた 55。ここでは、「奨

励」と「規制」の対象となった上記のジャンルの代表的なものを個別に分析し、

フランコ下の音楽政策の実状を考察したい。

4. 1　奨励

　4. 1. 1　オペラとクラシック　

　・オペラ

　オペラは以前から上流階級の娯楽として人気があったが、それはフランコ体

制下においても継続した。特に、グラナドスの『ゴジェスカス』、ファリャの『は

かない人生』、フアン・バレラの文学作品を下敷きにしたアルベニスの『ペピー

タ・ヒメネス』等の 19世紀後半から 20世紀前半に作られたスペイン情感溢れ

る作品が好まれた。また 1943年にドイツの劣勢が決定的になるまで、ワーグ

ナー、モーツァルトのオペラも支持された。

　オペラに対する政府の奨励策として特筆できることとして、外国語オペラ作

品のスペイン語翻訳コンクールがある。内戦中の 1939年 1月 23日指令にて、

国劇・ミュージカル総事務局（Comisaría General de Teatro Nacional y Musicales） 

が中心となり、従来、スペイン語以外の言語で演じられていた海外の重要オペ

ラ作品のスペイン語翻訳コンクールの実施とその規定が定められた 56。課題曲

はドメニコ・チマローザ『秘密の結婚』、モーツァルト『フィガロの結婚』、ワー

55 MARTÍNEZ DEL FRESNO, Beatriz, “Realidades y Máscaras...op.cit., p.44.
56 PÉREZ ZALDUONDO, “El nacionalismo como eje.op.cit..., pp.42-43.
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グナー『タンホイザー』、シュトラウス『バラの騎士』の 4曲とされ、応募者は

スペイン人の他、中南米のスペイン語圏、独・伊・ポルトガル出身者も可とした。

審査員はスペイン人の著名音楽家、言語アカデミー会員、官僚の他、独・伊出

身の関係者も含まれていた。ヘンマ・ペレスは、課題作品や審査委員メンバー

からも推測できるように、より政治的親和性（伊・独）が重視されたとしてい

る 57。

　一方、ナチスドイツ衰退が確定した 1943年過ぎからは、スペインはこれま

でのファシズム色を一掃、ドイツ・イタリアオペラも嫌遠され、代わりにサル

スエラ（スペイン小歌劇）の『聖母ピラールの勝利』（1944）のような国粋主義が

濃厚な作品が人気となった 58。

　・オーケストラ　

　オペラと並び、オーケストラもフランコ体制により奨励された。内戦中も、

後に音楽総事務局委員に任命されたピアノ奏者ホセ・クビレスやギタリストの

デ・ラ・マーサらの FET 派演奏家により、反乱軍陣営の戦地や銃後において

慰問コンサートが開かれた。また1938年グラナダ支部FETオーケストラなど、

FET の出版・宣伝県支部が企画したものも多かった 59。

　戦後も、このオーケストラ熱は続き、1940年 7月には、国立オーケストラ

が音楽総事務局の管轄下に誕生した。アルベニス、ファリャ、トゥリーナ等の

スペイン民族楽派の作品の他、中欧の有名なレパートリーも演奏された。特に

1943年までは独・伊との交流が盛んであり、両国の文化センターやベルリン

フィルハーモニーによるスペイン各地での定期コンサートが実施された。ポル

トガルとの交流も盛んで、1940年にはリスボン音楽院長が渡西し、マドリー

ドオーケストラを指揮した 60。オペラと同様、国立オーケストラの観客は上流

57 Ibidem,p.46.
58 MEDINA ÁLVAREZ, Ángel, “Música española 1936 - 1956: rupturas, continuidades y 
premoniciones”, Dos décadas..op.cit.,vol.1, pp. 59-74.p.64.
59 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Formulación, fracaso...op.cit.,pp.453-454.
60 Ibidem,, pp.42-43.
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階級が占め、戦後の物資不足で貧困が深刻であったマドリードで「唯一、毛皮

や香水など高級品が見られる場所」であったとされる 61。

　またフランコ音楽界の重鎮オタ―ニョやソペーニャも、欧州のオーケスト

ラ作品を好み、オターニョはベートーベン、バッハ、ワーグナーやイタリア

ルネサンス期の宗教音楽家パレストリーナの 4人からは学ぶべきことが多い

と言及した 62。   特にワーグナーについては「私達の心理や感情に訴える力を

持つ神秘的な音楽家」と評価している 63。またソペーニャもドイツでワーグ

ナーに触れ感激した 1人であった 64。

　4. 1. 2　民族主義楽派とサルスエラ

　・民族主義楽派

　1945年の連合国勝利を受け、フランコは国際社会で生き残るためにファシ

ズム色を軽減し、伝統とカトリック主義からなる「イスパニダー（スペイン精

神）」を文化政策においても全面に打ち出した。その影響は音楽界にも見られ、

前出のオペラやオーケストラと共に、19世紀のスペイン民族主義楽派の作品や、

サルスエラ（スペイン小歌劇）が好まれた。特にアルベニス、グラナドス、トゥ

リーナ、ファリャらの「アンダルシア民謡風音楽」の国際的な評価は高く、政府

はそれらを国民の愛国心高揚の手段とみなし奨励した 65。戦後の民族主義楽派

で注目すべきこととして、ホアキン・ロドリーゴの登場がある。1940年バルセ

ロナにてデ・ラ・マーサのギターにより初演されたロドリーゴ作の管楽器とギ

ター曲『アランフエス協奏曲』は内戦で疲弊しきった人々の心を癒した。さらに

61 Ibidem, p.40.
62 Ibidem, pp.40-41.
63 Ibidem, p.41.
64 MEDINA ÁLVAREZ, Ángel, “Música española 1936 - 1956: rupturas, continuidades y 
premoniciones”, Dos décadas..op.cit.,vol.1, pp. 59-74, p.64. 
65 PIÑEIRO, op.cit.,p.243.
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ロドリーゴは 1942年のピアノとオーケストラの全国音楽コンクールにも優勝、

ファリャの後継者として一躍戦後の「新純粋主義」を代表する作曲家となった。

　・サルスエラ

　サルスエラは、富裕層中心のオペラやオーケストラと比べ敷居が低く、庶民

を中心に幅広い観客層に人気があったので、体制側にとっては格好の愛国心涵

養のプロパガンダとなった 66。

　元来サルスエラはスペイン伝統の牧人劇、寸劇や幕間劇の流れを受け、17
世紀半ばに歌入りの宮廷音楽劇として発祥。「黄金期」の 19世紀末から 1920
－ 30年代にかけては、マドリード庶民の生活を小粋に表現したブレトン『ラ・

パロマの夜祭』など親しみやすい作品が多数生まれ、広く一般市民にも愛され

た 67。このスペイン情緒あふれる歌と踊り、軽快なセリフ回しという華やかな

印象が強いサルスエラであるが、時には鋭い政治社会風刺（地方有力者の横暴、

文盲、格差問題等）もユーモアを交え織り込まれていることも特徴である。

　研究者のピニェイロはフランコ下のサルスエラの特色として、社会批判や権

力への反感、民衆の物質的精神的貧困などの従来の社会風刺や世相批判の要素

を薄め、その代りスペインの民族性を全面に押し出したことを挙げた。その際、

きわどいセリフや歌詞も当たり障りのないものに書き換えられ、結果として最

もスペイン的であり人畜無害な要素のみ残ったが、中には『ファラオの宮廷』

（1910）のように  舞台は外国にも関わらずマドリッドの上流階級を風刺してい

るという理由で度々検閲に引っかかった例もあった 68。

　当時の作品で特に好まれたのは、スペイン風情豊かで、かつ祖国愛に溢れる

ものであった。「私はスペインの女。マドリード生まれ。」という劇中歌「スペイ

ンから来た」が名高いパブロ・ルナ『ユダヤの子』（1918）、伝統的な黒レース

66 Ibidem,p.243.
67 詳細は濱田 138 – 139頁と 149 – 155頁参照。

68 PIÑEIRO, op.cit., p.245.
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のベールを頭に羽織った女性達が歌うシーンが印象的な『最後のロマンチック

な男』（1928）などが一例である。またより劇場と縁遠い一般大衆に届きやすい

よう、『人騒がせな女』（1949年映画化）や『ラ・パロマの夜祭』（1963年映画化）

などの人気作品の映画化も進められた。

　内戦後に作成された作品は、戦争で家族や財産を失った国民を励ますため、

よりスペインナショナリズムを全面に押し出した作風が強くなった。特に、

19世紀初頭の対ナポレオン戦争時に祖国を守るため勇敢に戦ったアラゴン地

方のサラゴサは、祖国愛の象徴となった。その地の守護聖母「柱（ピラール）の

聖母」はサラゴサのみでなくスペイン語圏全土の守護聖母とされ、その記念日

は国祭日の 10月 12日「イスパニダーの日」と同じ日であった 69。このように

「祖国愛」と「カトリック」の二大要素を含むサラゴサ（アラゴン）は、アンダル

シアやマドリードの下町とならんで、サルスエラの代表的な舞台となった。パ

ブロ・ルナとフリオ・ゴメス作『柱（ピラール）の聖母の勝利』（1944）がその好

例で、枢軸国の敗退でドイツやイタリアオーケストラコンサートが減少する中、

恰好の新体制のプロパガンダとなった 70。

　4. 1. 3　軍歌　讃歌

　軍歌や党歌などの愛国歌や各地の民謡も、戦時中や独裁下で多くの民衆に口

ずさまれた。オペラや交響曲公演がごく一部の上流階級の娯楽であったのと比

べ、愛国歌や民謡は、青年戦線や女子部などの FET 従属の教化団体を媒介と

して、子供や女性を含む一般大衆に広く浸透した。

　フランコは 1937年 2月 27日の指令にて、18世紀のカルロス 3世時代に国

69 柱（ピラール）の聖母とイスパニダーの日については、立石前掲書 200 – 204頁を

参照。

70 PIÑEIRO, op.cit.,p.246.　 MEDINA ÁLVAREZ.op.cit., p.64.
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王行進曲に採用された『グラナデラ行進曲』を国歌に、FET 党歌の『太陽に顔向

けて（Cara al sol）』など他 3曲も新体制を象徴する公式讃歌に認定した 71。これら

の曲は、戦時中には、兵士や銃後の守る民の士気を高めるために、また戦後も政

府の公式式典や党の行事・行進・集会などで歌われ、政治プロパガンダや大衆教

化のツールと化した 72。このような集会の場にて大衆動員の役目を果たしたのは

主に FET 会員であり、特にその下部組織であった青年戦線や女子部の少年少女

達の歌声は、参加者の忠誠心を高めるために必要不可欠なものであった。

　1940年、ファランヘ党の前身団体を基盤に誕生した青年戦線は、FET 付属

の青少年組織として 10歳から 20歳までの全国の少年達の教化を受け持った。

　1945年の初等教育法の公布により、青年戦線は男子、女子部は女子を対象

とした、国民精神教育の教科（保体、音楽含む）への介入が始まり、正規授業

の他にキャンプ、遠足、行事での行進、余暇など課外の場でも指導にあたった。

研究者のカスタニョンによると、この 2つの組織間で教育内容・教授法等に

おける性差が見られたという。音楽では、男子には軍歌、賛歌、党歌が重視さ

れ、歌唱力の向上よりも、出来るだけ多くそして正しく歌詞を覚え、集会の場

で大きい声で歌えることが目標とされたという。一方、女子は良妻賢母教育や

カトリックの教えに従い、伝統継承の担い手として出身地の民謡や民族舞踊や

宗教歌を中心に習った 73。

　青年戦線の愛国歌を通して国家に貢献する意識は高く、1942年には内戦戦

勝記念日の 4月 1日を「歌の日」と定め、各地の民謡や賛歌を合唱することによ

り、内戦勝利と祖国スペインの再建を祝った。1943年 5月の同組織による「歌

の日」宣伝パンフレットによると、「祖国の歌が忘れられ、外国音楽が流入する

71 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “La música en el contexto...op.cit., p.89.
72 Ibidem, p.88.
73 CASTAÑÓN RODRÍGUEZ María del Rosario ,“El profesorado de educación musical durante 
el franquismo” REIFOP Revista electrónica interuniversitaria de formación del profesorado, Vol. 
12, Nº. 4, 2009, pp. 97-107, p100.
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時、物質主義、卑劣な行為、軽薄さも一緒にやってくる。歴史が示す通り、退

廃の始まりを意味するだろう。」と外来文化の危険性と歌による伝統文化の保護

が訴えられた 74。

　また青年戦線の功績として『歌唱集』の編纂も挙げられる。カスタニョンによ

ると、内戦時からフランコ晩期に至るまで様々なバージョンが編集されたが、

収録歌の傾向も時代の要請に応じて変化がみられたという。例えば、内戦前の

1936年までは主に『太陽に顔向けて』などのファランヘ党歌が中心であったが、

戦中は、軍歌、愛国歌の他、独・伊など枢軸国の讃歌も含まれていた。1939
年から第二次大戦終了の 1945年まではフランコやドイツ側でソ連と戦った「青

い師団」を讃える歌が多く収録された。その後、戦時体制から新国家設立期に

移行すると共に、依然フランコ礼讃は続いたものの、次第に軍事色が薄れ、キャ

ンプファイアーなどの青年戦線主催の教育・余暇活動の場で歌われるものが選

ばれるようになった 75。また 1943年の行進グループのリーダー 15の心得の中

に「愛国歌や郷土の歌に詳しいこと」とある通り 76、行進曲、愛国歌、民謡など

の歌は、集団訓練や競歩などの場で、若者の規律心や一体感を活性化させるた

めに効果的に使われ、青少年教化にとって重要な位置を占めた。

　4. 1. 4　民謡

　内戦後、「祖国の再建」を急務としたフランコ体制において、民族音楽は愛国

心や「イスパニダー（スペイン精神）」を涵養するものとして特に重視された。

　前述の通り、民族音楽に対する興味関心はこの期に突如として生まれたもの

ではなく、継続的なものであった。19世紀にスペインの民族性を端的に表現

するものとして民謡を理解したペドレルを初め、1920年代のファリャとロル

74  “Campaña para promover el día de la Canción”, 10 de mayo de 1943. AGA(3) 60 21/777. 
(en SUEIRO, Susana,(ed.), Posguerra: Publicidad y Propaganda [1939-1959] ,Madrid, Círculo 
de Bellas Artes, 2007, p.37)
75 CASTAÑÓN.op.cit., p.102.
76 MEDINA ÁLVAREZ, Ángel, “Música española 1936 – 1956...op.cit., p.69.
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カによるカンテ（フラメンコの歌）コンクール（1922）、ロルカによるアンダル

シア民謡採譜や、1930年代の第二共和政期のフォルクローレ研究・教育促進

政策がその好例である。

　特に、フランコ期の民謡の普及に尽力したのは、前出の青年戦線の女性版の

FET 女子部（SF）であった。この組織は 1934年 7月にファランヘ党首の妹ピ

ラール・プリモ・デ・リベラにより設立され、1939年内戦終了後、「国民運動」

の一組織としてフランコに従属。以後、管制女性団体として、全国の女性の組

織とカトリック伝統主義に基づいた女性規範の教化に携わった 77。　ピラール

代表は早くから民謡の愛国心の発揚や国家統合における効果を認識しており、

1939年の第三回総会にて「カタルーニャ人がカスティージャの歌を歌い、カ

スティージャ地方でもサルダーナやチストゥが知られ、アンダルシアの民謡の

持つ深淵さと哲学が理解され、・・・五万から六万人の様々な出身地の人々が

一つの歌を合唱するために集まった時、その時こそスペインの人々や地域が一

つになったといえるでしょう。」78　このピラール代表の言葉は、1943年に編

纂された『SF 歌集』の巻頭言を始め、様々な SF の媒体に歌の政治的効用性を

訴えるプロパガンダとして掲載された。

　以後、同組織の文化部音楽課が中心となり、コーラス・ダンスグループの形

77 SF に関しては María Teresa Gallego Méndez. Mujer, Falange y Franquismo. Madrid: 
Taurus, 1983；FERNÁNDEZ SUÁREZ,Crónica de la Sección Femenina y su tiempo. Madrid: 
Asociación Nueva Andadura, 1993; RICHMOND, Kathleen, Las Mujeres en el fascismo español-
La Sección Femenina de la Falange,1934-1959‐.Madrid, Alianza, 2004;SÁNCHEZ LÓPEZ, 
Rosario, Entre la importancia y la irrelevancia: Sección Femenina, de la República a la Transición, 
Murcia: Consejería de Educación y Cultura, Servicio de Publicaciones, 2007を参照。

78 Juan de Alcaraz “El arte mucial en la nueva España. La Falange quiere que se cante bien”, 
Fotos, seminario nacionalsindicalista, 27-1.1940（MARTINEZ DEL FRENSO, Beatriz, 
“La seccion Femenina de Falange y sus relaciones con los paises amigos, Musica, danza y 
politica exterior durante la guerra y el primer franquismo (1937-1943)”, p.364, en PÉREZ 
ZALDUONDO, Gemma y Maria Isabel CABRERA(eds.), Cruce de caminos: intercambios 
musicales y artisticos en la Europa de la primera mitad del siglo XX, Granada, Editorial Univrsidad 
de Granada. 2010） 
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成、育成の他、指導者養成コースの開講、全国コンクールの開催（1942-1976年）

や、各地に伝わる古い民謡や民族舞踊の収集・保存が実施された。さらには公

教育や課外活動にて、SF インストラクターによる音楽とダンスの指導が行わ

れた。また 1939年 5月のフランコの内戦勝利を称えたメディナ・デル・カン

ポ SF 集会への参加を皮切りに、会員によるコーラスとダンスは多くの公的、

私的重要式典に花を添えた。さらに、1952 年ラディスラオ・ヴァホダ監督に

より映画化（『Ronda Española』）された、1948年 5月アルゼンチン遠征に始ま

る一連の「コーラスとダンス」の中南米、欧州、北米、中東諸国を巡る海外ツ

アーは、当時国際的に孤立していたフランコ体制にとって格好の「外交カード」

としての役割を果たした。このように、SF の「コーラスとダンス」を中心とす

る音楽活動は、本来の娯楽や芸術の枠を超え、教育（情操教育、規律心、女性

性）、政治（スペイン性、愛国心の涵養）や宣伝・外交の領域においても影響を

及ぼした 79。

4. 2　規制　

　4. 2. 1　前衛音楽

　共和政期の 1930年代のマドリードとバルセロナには、前衛主義に基づいて

スペイン音楽界に新たな風を吹き込もうとする動きが見られた。マドリードで

はロドルフォとエルネスト・ハルフテル兄弟を中核とする 8人組というグルー

プが結成された。彼らは従来の民族主義学派から新古典主義へと進み、ヨー

ロッパの前衛音楽の知識やテクニックを積極的に取り入れ、スペイン音楽を刷

新しようと試みた 80。またバルセロナでも、最初の前衛主義者と言われるロベ

79 SF「コーラスとダンス」の活動については拙稿「フランコ体制期下の民謡と民

族舞踊における「創られた伝統」：ファランヘ女子部「コーラスとダンス（Coros y 
Danzas）」の活動を中心に」『総合教育研究紀要８号』2014年、325-354頁を参照。

80 PIÑEIIRO,op.cit., p.250.
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ルト・ジェラルドを中心に活動は盛んであった。

　だが内戦とその後のフランコの勝利により、ある者は迫害を恐れ、そしてあ

る者は政治的信条から沢山の人々がスペインの地を後にした。その中に、画家

のパブロ・ピカソ、哲学者のオルテーガ・イ・ガセット、詩人フアン・ラモン・

ヒメネス、ラファエル・アルベルティ、チェロ奏者パブロ・カザルスなどの著

名な知識人や芸術家らも多数含まれていたが、音楽界においても貴重な才能が

流失した。既にマヌエル・デ・ファリャのアルゼンチン亡命については触れた

が、前出の 8人組も内戦後離散、ロドルフォ・ハルフテルはメキシコ、エルネ

ストも一時ポルトガルへ亡命した。カタルーニャの前衛主義者ロベルト・ジェ

ラルドもロンドンへ渡った。また第二共和政下の公式音楽機関の会長を務めた

作曲家オスカル・エスプラはベルギーへ、書記で批評家のアドルフォ・サラサー

ルもメキシコに亡命した。コプラ歌手のミゲル・デ・モリーナもファランヘ主

義者からの迫害からアルゼンチンに渡った。ブルゴスの音楽家アントニオ・ホ

セに至っては、ガルシア・ロルカと同様、共和政府支持を理由に、正当な裁判

を通さず殺されてしまった 81。

　このように 1940年代のスペインから、ファリャを始めとし、エルネスト・

ハフステルらの「弟子」筋らが一気に姿を消し、これまで彼らが続けてきたフ

ランスの印象主義を代表とする前衛主義とスペイン民族楽派の融合の試みは中

断、スペイン音楽界は文字通り「荒野」の時代を迎えたかのように見えた。実際、

内戦後のスペイン国内は社会的経済的に疲弊しきっており、今日の食べ物に困

る市井の人々も音楽を心から楽しむ余裕はなく、それに伴い多くの音楽家や演

奏家にとって厳しい時代であった。また政府や民間による音楽活動もこれらの

理由で停滞していた。

81 濱田前掲書　253 – 271頁参照。
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　1945年第二次世界大戦が連合国側の勝利で終わると、文化を巡る状況も少

しずつ変化を見せた。既に触れたとおり、ファシズムを連想させる独伊の文化

事業は敬遠され、代わりにイギリス、フランスやアメリカのものに徐々に注目

が集まった。

　また枢軸国の敗退により、体制内の力関係が FET からカトリック伝統主義

派へ移行したことも、教育、文化政策に影響を与えた。これまで文化検閲を担っ

ていた FET 管轄下の人民教育局が廃止され、イバネス・マルティン教育大臣

の教育省に検閲機能が移管されたのがその一例である。さらに、戦時体制の終

焉とともに、コンサートや教育の現場においても軍事色が一掃され、愛国歌や

カトリック主義、スペイン民族派音楽がより好まれた 82。1930年代後半から

大戦末期まで、外国オペラのスペイン訳を通して、音楽における「イスパニダー」

の実現が目指されていたが、大戦後は伝統カトリック主義勢力の意向が反映さ

れ、サルスエラや民謡が重点化されたのは既に概観した通りである 83。

　この傾向はエルネスト・カバジェーロが唱えた「文化は国家に奉仕する道具」

を信条とする体制側の政治家にとって望ましいものであったが、一方、芸術家

の目には時には嘆かわしく映った。トマス・マルコは前出の 1989年『スペイ

ン音楽史 6：20世紀』にて「演劇や詩、随筆などに見られるよう、1940年代

の（スペイン）音楽界は自分達だけで新しい音楽を創りだすことができず、27
年世代の恩恵を受けつづけている。」とし、内戦後の国内音楽界の停滞感を訴

えた 84。27年世代の詩人で内戦後フランコ側に付いたヘラルド・ディエゴも、

1949年 12月『エスコリアル』64号にて、音楽研究や論文発表の貧弱さだけで

なく、「新しい楽譜も出てこないし、音楽教育や労働条件の改善もまったく見

られない。」と音楽界全体に漂う無気力を批判した 85。

82 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Formulación, fracaso...op.cit., pp.462-465.
83 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Continuidades y rupturas ... op.cit.,75.
84 MARCO,Tomás, op.cit., p.165 (en GRACIA, Jordi, Estado y cultura. El despertar de una 
conciencia crítica bajo el franquismo, 1940-1962, Barcelona, Anagrama.2006, p.35.)
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　また 1946年のファリャが、1949年にホアキン・トゥリーナがこの世を去り、

追い打ちをかけた。モデルとなっていた「古い世代」が不在となり、スペイン

音楽界は緊急に対応策を見つける必要があった 86。

　このような状況の中で、新たな指針を与えたのがソペーニャ等、雑誌『エス

コリアル』に集まった「リベラルなファランヘ」と呼ばれた知識人達であった。

中心人物は、内戦時にセラーノ・スニュールの下に集められた若手ファランヘ

党員のディオニシオ・リドルエホ、アントニオ・トバールやペドロ・ラインら

3人であった。

　ソペーニャは、停滞したスペイン芸術界を復活させるためには、亡命知識人

や芸術家の帰国が必要不可欠であるとし、スペイン音楽の「継続」のためにも、

内戦勃発後のフランコ陣営のセビリアで音楽院から免職されたファリャの愛弟

子のエルネスト・ハルフテルの帰国を促した 87。

　また教育省や音楽総事務局の尽力もあり、1951年には第二共和政期の音楽

界の重鎮オスカル・エスプラがベルギーより帰国した。さらには国立オーケス

トラの演目にも長い間禁止されていた彼の作品が復活し、このように少しずつ、

第二共和政期に活躍した音楽家とそのレパートリーが復活されていった 88。

　また 1951年の改革開放派のホアキン・ルイス・ヒメネスの教育大臣就任も

大きな変化をもたらした。

　彼は「リベラルなファランヘ」のアントニオ・トバールをサラマンカ大学長、

ペドロ・ラインをマドリード大学長に据え、教育現場においても知識の解放改

85 DIEGO, Gerardo. “Las Crónicas: Crónica musical”, Escorial,64, (diciembre 1949), pp.1101-
5 (en PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Continuidades y rupturas en la música española durante el 
primer franquismo” en Suárez-Pajares, Javier (ed.) (2005): Joaquín Rodrigo y la música española 
de los años cuarenta, Valladolid, Universidad de Valladolid/Glares. pp.57-78, p.77)
86 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Formulación, fracaso...op.cit., p.464.
87 SOPEÑA. Federico, Vida y Obra de Falla, Madrid, Turner, 1988,p.229 (en PÉREZ 
ZALDUONDO, Gemma, “Continuidades y rupturas ... op.cit., p 64)
88 PÉREZ ZALDUONDO, Gemma, “Formulación, fracaso...op.cit., p.465.
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革を目指した。フェデリーコ・ソペーニャもオターニョの後任としてマドリー

ド音楽院長に就任し、今後国際的に活躍できるようなスペイン音楽家養成を目

指し教育内容の向上を図った。大学教育への音楽専門課程の導入がその一例で

ある 89。このような音楽教育の底上げは、十二音技法や電子音楽のような従来

スペインにおいて聴き慣れないヨーロッパの近代音楽を受容しうる土台を形成

した。加えて海外留学制度の認可は、内戦後しばらく海外とのアクセスが限ら

れていた音楽家にとって、新しい潮流を知る機会となった。

　スペインを巡る国際情勢の変化も、音楽界の活性化に寄与した。1940年代

のスペインは、内戦後の困窮・混乱に併せて、第二次大戦後の 1946年の国連

排斥決議で国際的に孤立し、その反動として国民の知的・精神活動は停滞して

いたが、1940年代後半からの米ソ冷戦の始まりは、スペインの外交政策に大

きな転換期となった。アメリカにとって反共産主義を掲げるフランコ政府は、

格好の欧州軍事拠点とされ、以後スペインは 1950年国連排斥議決撤回、1953
年ローマ教皇政教協約調印、1955年国連加盟を成し遂げ、1950年代に国際舞

台への復活を果たした。

　これらを背景として、1950年代前半にはマドリードやバルセロナでは、ク

リストバル・ハルフテルやルイス・デ・パブロなど新しい世代の前衛音楽家が

活動を開始し、彼らは「51年の世代」と呼ばれ、後のスペイン前衛音楽の牽引

力となるに至った 90。

　4. 2. 2　ジャズ

　フランコ期の文化政策において、「伝統」「宗教」「イスパニダー（スペイン精

神）」を象徴するものとしてサルスエラ、民謡が奨励されたが、最も忌み嫌わ

れたのはジャズであろう。スペインへのジャズの流入は他のヨーロッパの国と

比較して遅く、1920年代後半からフランス・イギリス経由で入り、以後、フォッ

89 Ibidem,
90 GRACIA, Jordi, op.cit., p.34.
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クストロットなどのダンス音楽としてバルセロナやマドリードなどの大都会で

流行した。1930年代の第二共和政期では、バルセロナに多くのホットクラブ

（ジャズ酒場）が誕生し、人々の間でジャズは近代化の象徴となった。

　しかし、1939年、カトリック伝統主義を掲げるフランコの勝利により、ジャ

ズに対する風当たりは強まり、当時の音楽界のオピニオンリーダーのオター

ニョも、ジャズを「黒人らの」「野蛮で」「みだら」な音楽として公序良俗に反す

るものと決め付けた 91。内戦直後の政府関係者のジャズ観は、オターニョの物

と同様であったといえよう。また公共の場で男女がペアになり抱き合って踊る

のも宗教的観点から非難された。

　法制上、ジャズは全面的な禁止にはならなかったが、1942年には、「黒人音

楽」、ダンス音楽、スイング、外国語の音楽（枢軸国除く）、公共モラルに反す

る音楽のラジオ放送が禁止された 92。またジャズやダンス音楽を演奏するホー

ルを強制的に閉鎖するのではなく、税制面で他と差をつけることにより規制を

図った。1941年 4月と翌年 2月の法律により、「キャバレー、ダンスホール等

は 50%、映画館 30％、スポーツ観戦 15％、その他（サルスエラ、オペラ、演劇、

サーカス等）0％」が入場料に課税された 93。

　モラル面、法制面ともジャズ界は厳しい状況であったが、実際はオターニョ

ら伝統主義者の狙い通りにはならなかった 94。

　1940年代初頭にはスイングが流行し、1943年にはバルセロナに「サロン・

アマヤ」というダンスホールが誕生、スイング愛好家の社交場となった 95。 ま

たフレッド・アステア主演のハリウッド映画（『You’ ll Never Get Rich』（1941）

91 MARTÍNEZ FRESNO, “realidades y máscaras....op.cit., p 77.
92 Ibidem, p.37.
93 Orden del 8 de abril de 1941, Decreto del 20 de febrero de 1942, Ministro de Hacienda, （en 
IGLESIAS, Iván, “Hechicero de las pasiones del alma: El jazz y la subversión de la biopolítica 
franquista (1939-1959)”,Trans 17, 2013, p.16.
94 ナチスドイツにおけるジャズの普及については、明石政紀『第三帝国と音楽』水

声社 1995年を参照。

95 IGLESIAS, Iván, op.cit.,p.7.
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等の影響もあり、1940年中盤から後半にはブギウギが大ヒットし、1946年

の秋にはマドリードの美術センター（Círclo de Bellas Artes）にて「ブギウギパー

ティ」が催されるようになった 96。研究者のイグレシアスはこのジャズに対す

る社会的な寛容傾向を、「第二次大戦以降の東西冷戦による国際状況の変化と

それによるフランコの親米政策も大きく関係している。」と分析した 97。

5　おわりに

　本稿では 1936年から 1951年のスペイン内戦からフランコ体制初期の音楽

政策を中心に、文化と政治の関係について先行業績の紹介・検討を中心に考察

を試みた。

　フランコ期における文化政策の特質は、19世紀以降のスペイン近代国民国

家の成立過程の段階で活発に行われた「スペインとはなにか」というナショナ

ルアイデンティティーの問題と密接に関係しているのが特徴であった。19世
紀末から 20世紀前半にかけて、ウナムーノ、メネンデス・ペラーヨ、ラミー

ロ・デ・マエストゥ、オルテーガなどの国を代表する思想家、知識人により「ス

ペインの後進性」の処方箋について議論されたが、後のフランコ体制期におい

てメネンデス・ペラージョとマエストゥの「国家カトリック主義」、「イスパニ

ダ―（スペイン精神）」、さらにファシズムの文化政策を取り入れたエルネスト・

カバジェーロの「国家に奉仕する文化」の 3つが文化政策の基本方針とされた。

音楽政策においてもこの基本線は維持され、19世紀にフェリペ・ペドレルが

興したスペイン民族主義楽派は、弟子のアルベニス、グラナドス、ファリャの「御

三家」の国外での評価や、デ・ラ・マーサ、ファリャ、オターニョ等のスペイ

ン音楽擁護論を背景とし、フランコ期の音楽界に大きな影響を与えた。

　内戦期から初期フランコ期における、政府音楽機関の組織と音楽政策イデ

96 Ibidem, p.10
97 Ibidem, p.16
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オロギーについては、内戦時の特徴として、後の「新体制」建設に向けていち

早く音楽のナショナリズム化が図られたことが挙げられる。それは理論面（ソ

ペーニャやデ・ラ・マーサ等による帝国主義、カトリック主義に即した評論の

発表や、民族主義楽派の一面をクローズアップしたファリャ作品の再評価など）

のみでなく、1938年のセラーノ出版法による文化事業の事前検閲制度や、ファ

リャの国際的名声を利用したスペイン研究所の設立などの政策面にも表れた。

内戦後は、メネンデス・ペラーヨの「国家カトリック主義」やエルネスト・カ

バジェーロの「国家に奉仕する文化」を基盤とし、内戦期から進められていた

文化政策の具現化が開始された。2つの公式機関（音楽総事務局と全国音楽評

議会）の設立がその例である。しかし、実際に一般市民に対する音楽を通じた

教化は、青少年教育を担った FET 従属機関（青年戦線、ファランヘ女子部）の

活動が中心となった。

　フランコ期の音楽政策は、奨励と規制という二つの相反するアプローチに基

づいていた。オペラ、サルスエラ、軍歌・讃歌、民謡や民族主義楽派に関する

音楽活動は積極的に支持されたが、反フランコ派の第二共和政期の前衛作曲家

やその作品やジャズなどの外国音楽は、政治、モラル、宗教的見地から規制の

対象となった。本稿ではジャンル毎に具体例を挙げてその達成度を概観した

が、実情は必ずしも原理原則通りにはいかず、かなり場当たり的であり、また

国際情勢や政治体制の変動などが、音楽政策の実施結果に大きな影響を与えて

いたことが見受けられた。第二次大戦以後のドイツ・イタリアの敗北によるド

イツ音楽の人気の衰退や、それに比例したサルスエラのブームが良い例である。

また 1940年代後半の冷戦構造は、国際的孤立に苦しんでいたスペインにとっ

て、国際舞台への復帰へのチャンスとなった。親米へと世論は傾いたが、それ

がジャスの社会的な容認の一因となった。またソペーニャを中心とするファラ

ンヘ知識人達の体制内からの変革の試みも、第二共和政期の亡命音楽家の帰国

につながり、結果として 51年世代の前衛音楽グループ結成に代表されるよう

に、スペインにおける音楽の解放の時代が始まった。
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　一般的にはこれまで、スペイン現代史は自由主義、進歩主義の第二共和政期

とファシズム、伝統主義のフランコ期のように、内戦を挟んで二つの異なる時

代に分断されたと広く認識されがちであった。　しかし今回、19世紀からフ

ランコ体制初期の音楽政策の流れを辿ることにより、ジャンル（民謡、民族楽派）

のみならず音楽家（ファリャ、デ・ラ・マサ、トゥリーナ、エスプラ、ハルフ

テル等）、批評家（ソペーニャ等）や組織（音楽院、研究所等）に至るまでその継

続性が確認されたことは意外であった。

　また本研究のきっかけとなったフシの「カトリック主義は、スペイン国民性

の基盤である」と、トマス・マルコの「生粋ナショナリズム」のスペイン文化・

音楽政策への評価については、ある程度核心をついていると思われるが、今回、

1945年のドイツ敗戦を分岐点としてその濃淡の違いが認識された。内政の変

化（FET からカトリック伝統主義へ）および対外関係（親ドイツから親米へ）が

文化・音楽政策にどのような影響を与えたのか、またフラメンコやコプラ（ス

ペイン演歌）など本稿で扱えなかったジャンルについての更なる検討が今後の

課題として残された。


